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クレーム発明のプリアンブル部の解釈に関する最新の CAFC判例と 

著名な過去の判例とに鑑みプロセキューション時に留意すべき事項 
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１．はじめに 
 

プリアンブル部の記載が、クレーム範囲の解釈に影響を与えるか否かについて、

MPEP2111.02には、クレームに生命、活力、及び、重要性を付与しないプリアンブル部は、ク

レームの範囲を限定しない旨、説明されています。MPEP2111.02には、また、クレームに生命、

活力、及び、重要性を与えるか否かに応じて、プリアンブル部によってクレームの解釈が影響さ

れる旨、併せて説明されています。 

 

しかしながら、クレームに生命、活力、及び、重要性を付与するか否かの判断基準は、決して

明瞭なものではありません。しかも、プロセキューション履歴が判断結果に少なからず影響を与

えます。このような状況下で、実務上でどのようにプリアンブル部を記載すれば、クレーム範囲

の限定解釈が免れるかについては、判断が難しい場合が少なくありません。 

 

このような状況下で、最近、CAFC は、新たな判例において、プリアンブル部の記載がクレー

ム発明の範囲を限定することに関し、興味深い判断を示しました。この CAFC 判例、及び、本

判例に鑑み、実務上留意すべき事項等について、以下に詳細に説明します。 
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